
（単位：百万円） （単位：百万円） （単位：百万円） （単位：百万円）

4,363

第57期 第57期 第57期 第57期

4,784

第58期 第58期 第58期 第58期

169 217

37

18
△67

63

第59期 第59期 第59期 第59期

5,061 170
234 206

※1 前事業年度より単体ベースで作成しておりますので、上記の推移につきましても単体ベースの3期分を記載しております。
※2 当事業年度より「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年3月31日）等を適用しております。

F I N A N C I A L  H I G H L I G H T S

決算ハイライト

前事業
年度比 5.8%増

5,061百万円

売 上 高

5,500百万円

売 上 高

170百万円

営 業 利 益

160百万円

経 常 利 益

140百万円

当 期 純 利 益

170百万円

営 業 利 益

234百万円

経 常 利 益

206百万円

当 期 純 利 益（ 損 失 ）

2023年２月期の業績

POINT  一部原材料高騰は続くが、売上、利益率は微増

2024年２月期の業績予想

証券コード  5817

2022年3月1日 ▶ 2023年2月28日 

株 主 通 信第59期

前事業
年度比 1.0%増

前事業
年度比 8.1%増

前年比 8.7%増 前年比 0.4%減 前年比31.8%減 前年比32.2%減

前事業
年度比451.4%増



代表取締役社長　植村 剛嗣

　株主の皆様におかれましては、平素より格別のご高配を賜り、

厚く御礼申し上げます。ここに、第59期（2022年3月1日から

2023年2月28日まで）における決算のご報告を申し上げます。

　当事業年度における世界経済は、米国や欧

州を中心として景気の回復が見られましたが、 

ウクライナ情勢の悪化に伴う経済の混乱に影響

を受け、先行きが不透明な状況となりました。

また日本経済においても、新型コロナウイルス

感染症のため制限していた規制の大幅緩和や 

インバウンド受入の再開により、景気は持ち 

直しの動きが見られましたが、一方で材料不足

による影響を受け、受注停滞が続きました。

　このような状況のもとでも当社は、経営方針

損益計算書の概要 （単位：百万円）

第59期
2022年３月1日〜2023年２月２８日

第58期
2021年３月1日〜2022年２月２８日

売上高
4,784

営業利益
169

経常利益
217

売上原価
販売費及び一般管理費 

営業
利益

法人税等

営業外
費用 特別

損失

37
当期純利益

営業外
収益

売上高
5,061

3,906
984

170

経常
利益
234

税引前
当期

純利益
198 △7

27
36

当期
純利益
206

91

F I N A N C I A L  STAT E M E N T S

財務諸表（要約） 

営業の概況

TO  O U R  S H A R E H O L D E R S

B U S I N E S S  O U T L I N E

株主の皆様へ

として“Think more”を掲げ、お客様のニーズ

にあった製品の開発・販売に注力し、販路拡大

に努めてまいりました。

　この結果、当社の業績につきましては、当事

業年度の売上高は5,061,242千円（前事業年度

比5.8%増）、営業利益170,674千円（前事業年

度比1.0%増）、経常利益234,710千円（前事業

年度比8.1%増）、当期純利益206,429千円（前

事業年度比451.4%増）となりました。



貸借対照表の概要 （単位：百万円）

第59期 期末
2023年２月28日現在

第59期 期末
2023年２月28日現在

第58期 期末
2022年２月28日現在

第58期 期末
2022年２月28日現在

526
現金及び預金

有形固定資産

無形固定資産

投資その他の資産

3,091

12

1,796

有形固定資産

無形固定資産

投資その他の資産

現金及び預金

資産合計
負債・

純資産合計

流動負債

固定負債
1,993

2,112

株主資本

評価・換算差額等
4,372

64

株主資本

評価・換算差額等

資産合計
8,542

流動資産
3,641

固定資産
4,901

負債・
純資産合計
8,542

負債
4,105

純資産
4,437

2,348

13

1,778

526

8,056

流動資産
3,915

固定資産
4,141

8,056
流動負債

固定負債
1,942

1,510

4,530

73

負債
3,453

純資産
4,603

R E V I E W O F  S E G M E N T  O P E R AT I O N S

部門別の概況

売上高

売上高

セグメント利益

セグメント損失

4,827百万円

234百万円

342百万円

△171百万円

　売上高  　セグメント損益
（単位：百万円）

△34

403

△171

234

第58期 第59期

4,381

203

4,827
342

（単位：百万円）
　売上高  　セグメント利益

第58期 第59期

　電線事業につきましては、材料価格の高騰や材料入手が困難な
状況は続いておりますが、計装ケーブルでは、標準品・ノンハロ
ゲンタイプ・その他カスタム品の全てにおいて問合せが多く、計
装シリーズ全般において売上は好調でした。一方、警報・耐熱・
FCPEVの3種については、今後大阪万博や大阪カジノ計画での需
要は予想されているものの、建設関連での問合せは減少しており
苦戦を強いられております。
　これにより、売上高4,827,213千円（前事業年度比10.2%増）、
セグメント利益342,318千円（前事業年度比67.9%増）となりま
した。

計装・制御・通信・防災用の各種ケーブル、光ファイバーケーブルの企画・製造・販売
受託開発による各種高機能電線の製造・販売

事業内容

産業用製品の企画・製造・販売
各種自動化・省力化システムのソリューションに対する受託開発
スマート工場構築に関するソリューション支援

　トータルソリューション事業につきましては、jSeeq-care（介
護現場サポート）システムのALSOKジョイライフへの導入が一通
り終了し、その他の施設への導入ができなかったことと、受託開
発を得られなかったことが要因で売上が減少しました。nvEye’sⓇ

（スマートグラスに搭載可能な遠隔業務支援システム）において
は、問合せは多く売上も好調でしたが、コロナ禍での対人接触を
回避するためのアイテムとして需要拡大したものの、今後は新型
コロナウイルス感染症の収束が予測されるため、業務改善・省力
化での目的に利用される方向へシフトされるものと思われます。
スマートグラス自体も「ディスプレイの拡大による見えやすさの
改善」「サーマルカメラモジュール発売による利用シーンの拡大」
により市場が必要とする要素が増加すると思われ、nvEye’sⓇをは
じめとするスマートグラス関連の商材に注力してまいります。
　これにより、売上高234,028千円（前事業年度比42.0%減）、

新製品開発による研究開発コストの増加や一部外注によるコスト
増加により、利益率が低下し、セグメント損失171,644千円（前
事業年度はセグメント損失34,876千円）となりました。

トータルソリューション事業

事業内容

電線事業

Cable Business

Total Solution Business



株 主 メ モ

（2023年２月28日現在）

大株主（上位10名）

株 主 名 持 株 数 持株比率

日 電 ホ ー ル デ ィ ン グ ス 株 式 会 社 536（千株） 11.45（%）

青　木　　さ　ち　子 311 6.64

日 本 生 命 保 険 相 互 会 社 168 3.59

リ ケ ン テ ク ノ ス 株 式 会 社 101 2.18

久　保　田　　正　明 100 2.13

泉 州 電 業 株 式 会 社 97 2.09

Ｊ Ｐ モ ル ガ ン 証 券 株 式 会 社 90 1.92

因 幡 電 機 産 業 株 式 会 社 84 1.81

昭 和 化 成 工 業 株 式 会 社 75 1.60

浦　名　　榮　次　郎 75 1.60

本社・本社工場
〒673-1331 兵庫県加東市森尾127番1

業  務  部 TEL 0795-46-1300　FAX 0795-46-1310
管  理  部 TEL 0795-46-1697　FAX 0795-46-1560

大阪営業所
〒532-0003 大阪市淀川区宮原4丁目6番18号　新大阪和幸ビル2階

管  理  部 TEL 06-6393-0001　FAX 06-6393-0010
BSグループ TEL 06-6393-0081　FAX 06-6393-0088

東京営業所
〒102-0073 東京都千代田区九段北3丁目2番5号　九段北325ビル3階

BSグループ TEL 03-6272-5232　FAX 03-3556-1240
業  務  部 TEL 03-3239-5204　FAX 03-3556-1240

北九州研究開発センター
〒802-0985 福岡県北九州市小倉南区志井5丁目20番1号

北九州工業高等専門学校内

韓国連絡事務所
〒18453 韓国京畿道華城市盤松洞90-1三星スマートシェルビル2216号室

TEL +82-31-8015-1777　FAX +82-31-8015-1777

（注）持株比率は自己株式（5,571株）を控除して計算しております。

発行可能株式総数 12,000,000株
発行済株式の総数 4,691,555株
株主数 3,217名

（2023年２月28日現在）会社情報

会社概要
商 号 JMACS株式会社

（英文名：JMACS Japan Co., Ltd.）

設 立 1965年3月10日（登記上：1948年8月3日）

資 本 金 6億4,778万5,000円

従 業 員 数 128名（※臨時従業員を除く）

代表取締役社長 植 村 剛 嗣

専務取締役 植 村 瑠 美

常務取締役 松 本 知 久

取締役 浦 井 清 一

取締役 住 吉 正 充

取締役（常勤監査等委員） 掘 井 尚 登

取締役（監査等委員） 阿 登 靖 紀

取締役（監査等委員） 秋 重 好 亜
（注）取締役住吉正充、阿登靖紀及び秋重好亜の３氏は、社外取締役であります。

役 員（2023年５月26日現在）

株式に関する事項

当社ホームページにおきましても、最新のトピックス
をはじめとして、IR情報や会社情報、製品情報など様々
な情報をご案内しております。

https://www.jmacs-j.co.jp/
インターネットホームページアドレス

STO C K  I N F O R M AT I O N

株式情報
C O R P O R AT E  I N F O R M AT I O N

事 業 所

証券会社等で
株式を保有され

ている場合

証券会社等で
株式を保有されていない場合

（特別口座の場合）

住所変更、株式
配 当 金 受 取 り
方 法 の 変 更 な
ど の お 問 合 せ

お取引の証券会
社等になります。

当社の特別口座の口座管理機関
三菱UFJ信託銀行株式会社へお問合せ 
願います。
三菱UFJ信託銀行株式会社 
大阪証券代行部
電話 0120-094-777

（土、日、祝日を除く平日9:00〜17:00）

未払配当金、そ
の 他 当 社 株 式
関係書類につい
て の お 問 合 せ

右記三菱UFJ信
託銀行株式会社
までお問合せ願
います。

ご 注 意

特別口座では、単元未満株式の買取・買
増以外の株式売買はできません。
株式の売買にあたっては、証券会社等に
口座を開設し、株式の口座振替手続を行っ
ていただく必要があります。

事 業 年 度 毎年３月１日から翌年２月末日まで
定 時 株 主 総 会 毎年５月

配 当 の 基 準 日 期末配当　　　２月末日
中間配当　　　８月31日

株 主 名 簿 管 理 人
特別口座の口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目４番５号（〒100-8212）
三菱UFJ信託銀行株式会社

上 場 証 券 取 引 所 東京証券取引所スタンダード
証 券 コ ー ド 5817

公 告 の 方 法
電子公告（https://www.jmacs-j.co.jp/）
ただし、やむを得ない事由により電子公告による公
告をすることができない場合は、日本経済新聞に掲
載いたします。




